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受験上の配慮について

　佛教大学では、障害や病気等の理由により受験に際して配慮を希望する方に、申請に基づき受験上の配慮を行っています。
配慮の基準や内容等は、大学入試センターの「受験上の配慮案内」を参考とし、配慮内容によっては試験地が京都（本学）
会場のみとなります。

　受験上の配慮（例）
　　点字解答／文字解答／注意事項の文書伝達／試験時間延長／座席位置／補助具の持込　等

入試種別 受験上の配慮申請期間 調整期間 出願開始

総合型選抜（自己推薦制）

6 月～

7 月末まで 8 月 9 月
9 月に実施する入試種別（大学院）

10 月に実施する入試種別（編入学等） 8 月末まで 9 月 10 月

学校推薦型選抜（公募制） 9 月末まで 10 月 11 月

一般選抜（A 日程・B 日程）
11 月末まで 12 月 1 月

2 月に実施する入試種別

一般選抜（C 日程） 12 月末まで 1 月 2 月

※受験上の配慮申請は、原則として入試種別ごとに申請を受け付けます。

　受験上の配慮の調整には、約 1 か月を要します。すべての受験者が公平な条件のもと実施する入学試験において、個々
の症状や状態等に応じた合理的配慮を提供するためには、個別具体的な調整を検討する根拠として、希望する配慮内容に
対して整合性や客観性を裏付ける医師の診断書等の根拠資料が必要です。そのため、可能な限り早い段階で申請ください。 

（期限後のお申し出の場合、配慮内容が限定される場合や、調整が難しい場合があります。）

 「受験配慮申請書」を含む申請書類を準備する 
以下の書類を作成・準備してください（受験を検討されている段階でも構いません）。
　①「受験配慮申請書」［本学所定様式］※本学 WEB サイトからダウンロードしてください。
　　受験上の配慮申請は、原則として入試種別ごとに申請を受け付けます。
　②根拠資料（求める配慮内容に対し整合性や客観性を裏付ける書類／いずれもコピー可）
　　･ 身体障害者手帳
　　･ 医師の診断書（発行日より 3 か月以内のもの、具体的な症状や状態が記されているもの）
　　･ 心理検査・発達検査の結果、所見等
　　または上記に準ずるもの（これまでの教育機関における配慮事項等）
　③大学入学共通テスト受験上の配慮事項に関する通知等（コピー）　※該当者のみ

 申請書類を大学に提出（郵送）する 
「受験配慮申請書在中」と記入し簡易書留（またはレターパックプラス）で郵送ください。
送付先：〒 603-8301 京都市北区紫野北花ノ坊町 96 佛教大学 入学・広報課 宛
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 大学にて配慮内容の審議・決定 
申請書類の到着後、本学から連絡し、ヒアリングのうえで対話に基づく合意形成ならびに配慮希望内容を確認します（申
請しない場合はこの時点でお申し出ください）。
申請情報は、入学・広報課ならびに志望学部や学生支援部署等の関連部署間で共有します。
申請書類、ヒアリングの内容を踏まえて、大学にて配慮内容を審議・決定します。

 大学から「受験配慮決定通知」を受け取る 
　配慮内容の決定後、大学からお送りする「受験配慮決定通知」は出願書類となりますので、　出願まで大切に保管してく
ださい（「受験配慮決定通知」は入試種別ごとに発行します）。

 出願時に「受験配慮決定通知」を提出する 
出願期間に、出願書類として「受験配慮決定通知」を提出してください。
出願時の「受験配慮決定通知」の提出をもって、最終の受験上の配慮希望とみなします。
上記の提出がない（意思確認が取れない）場合は通常受験となりますのでご注意ください。

 受験する（試験当日） 
「受験票」を持参し受験ください。「受験配慮決定通知」のコピーを提出する必要はありません。伝達事項が発生する場合
があるため、試験会場には試験開始 30 分前（通常 20 分前）を目安に余裕をもってお越しください。

 その他 
ご質問・ご相談は随時受け付けていますので、入学・広報課までお問い合わせください。
なお、個人情報は、「佛教大学個人情報保護に関する指針」に基づき取り扱い、申請内容に関わる情報（個人情報を除く）は、
入学・広報課や学生支援部署等の関連部署間で共有し、受験上の配慮や入学後の修学に関する配慮の検討や準備の目的で
活用することがあります。
※出願後、不慮の事故等により「受験上の配慮」を希望する場合は、至急、入学・広報課まで申し出てください。
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